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内科領域におけ るTMS-19-Q・GC錠 の臨床的検討

小 花 光 夫 ・小 林 芳 夫 ・藤 森 一 平

川崎市立川崎病院内科

新 し く開 発 され た マ ク ロラ イ ド系 抗 生 剤 であ るTMS-19-Q・GC錠 を呼 吸 器 感 染 症 に 使 用 し,そ

の臨 床的 効 果を 検 討 した 。 対 象 は10例 で 男性5例,女 性5例,年 齢 は30歳 か ら68歳 まで で,

平 均 年 齢 は48.5歳 で あ った 。 感 染 症 の 内訳 は 急 性 扁 桃 炎1例,急 性 咽 頭 炎1例,急 性 気 管支 炎8

例 で あ った 。 薬 剤 投 与 方 法 と して は1例 を除 き1回200mgを1日3回,1日 量600mg経 口投与

した 。 投与 日数 は4～14日,平 均8.7日 間 で あ った 。

臨 床 効 果 として は急 性 扁 桃 炎1例 中1例 有 効,急 性 咽 頭 炎1例 中1例 有 効,急 性 気 管支 炎8例 中

2例 有 効,5例 や や 有 効,1例 無効 であ り,有 効 以 上 は10例 中4例(40.0%),や や有 効 以 上 は10

例 中9例(90.0%)で あ った 。 起 炎 菌 を 同定 し えた もの は3例 で,S.pneumoniae2例,β-Strepto-

coccus 1例 で あ った が,S.pneumoniaeの1例 が 菌 消 失 を み た の み で,残 り2例 は 菌 不 変 で あ っ

た。

本 剤 に よ る と思 わ れ た 副 作 用 は 認 め られ な か ったが,急 性 気 管 支 炎 で 本剤1回300mg,1日3回,

1日 量900mgを14日 間 投 与 した1例 でGOT,GPT,Al-P値 の 上 昇(GOT31-1211U,GPT

32→163 IU,A1-P 174-333 IU)を 認 め た が,本 剤 投 与 中 止後 正常 値 に 復 した 。

TMS-19-Qは 東 洋 醸 造 株 式 会 社 に お い て 開 発 さ れ た

マ クロラ イ ド系 抗 生 物 質 で あ り,そ の 化学 構 造式 はFig.

1に 示 した と お りであ る。 本 剤 のin vitroに おけ る抗

菌 スペ ク トラムを み る と,従 来 の マ ク ロ ラ イ ド系 抗 生 物

質 と同 じ く,好 気 性 の グ ラ ム陽 性 球 菌,嫌 気 性 菌,マ イ

コプ ラズ マ,L型 菌 に 抗菌 力 を 有 して い る が ,そ のMIC

はJosamycin (JM)お よ びMidecamycin (MDM)よ

りも1～2管 低 値 であ る こ とが 知 られ て い る1)。 わ れ わ

れは この よ うな基 礎 的 評 価 を ふ まえ,内 科 領 域 の 感 染症

にお いてTMS-19-Q・GC錠 の 臨 床 的 検 討 を 行 な っ た の

で,そ の成 績 を報 告 す る。

Fig. 1 Chemical structure of TMS-19-Q

1. 対象 ならびに方法

投与対象は昭和57年6月 か ら昭和57年11月 までの

問に,川 崎市立川崎病院内科を受診した外来患者で,男

性5例,女 性5例 の計10例,年 齢は30歳 か ら68歳 に

わた り,平 均年齢は48.5歳 であった。

感染症の内訳は急性扁桃炎1側 急性咽頭炎1例,急

性気管支炎8例 である。

投与量および投与方法については1回200mg(た だ

し,1例 のみ1回300mg),1日3回1日 量600mg(た

だ し,1例 のみ900mg)を1錠100mgの 錠剤にて経

口投与した。投与期間は4日 ～14日 間平均8.7日 間,

投与総量は2.49か ら12.69で あった。

効果判定は細菌学的には菌の消失をもって有効とし,

臨床的には呼吸器感染症の場合には発熱 喀痰性状,喀

痰量などの臨床症状および血沈,CRP,白 血球数などの

検査所見の改善か ら判定した。

II. 成 績

症例の一覧表をTable 1に 示 した。症例1は 急性扁

桃炎例で,扁 桃粘液培養では常在菌のみ検出され起炎菌

を明らかにすることはできなかったが,発 熱,扁 桃発赤

・腫脹が消失し臨床的には有効であった。

症例2は 急性咽頭炎例で,咽 頭培養では β-Strepto-

coccusが 検出され,咽 頭発赤,咽 頭痛は改善し,臨 床

的には有効であったが,検 出菌は本剤7日 間投与後 も不

変であった。

症例3か ら症例10ま では急性気管支炎例で症例3は

喀痰培養にてS.pneumoniaeが 検 出されたが,細 菌学的

にも臨床的にも有効であった。症例7は 起炎菌検索を施

行しえなかったが,喀 痰,咽 頭痛が改善し,臨 床的には
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Fig. 2 Case 3, M. S., 68 y.  o., Male, Acute bronchitis

Fig. 3 Case 10, K. O., 44 y. o., Female, Acute bronchitis

有効であった。症例4,6,9,10は 喀痰培養にて常在菌

のみ検出され,起 炎菌を明らかにすることはできなかっ

たが,咳 漱,咽 頭痛が軽減し,臨 床的にはやや有効であ

った。症例8は 喀痰培養にて8加eu勉Ouiaeが 検 出さ

れ,本 剤投与14日 後にも菌消失をみず,喀 痰は持続し

たが,咳 漱は消失し,臨 床的にはやや有効 と考え られ

た。症例5は 喀痰培養にて常在菌のみ検出され,本 剤投

与にても咳徽,喀 痰は不変で無効と判定された。

これ ら呼吸器感染症10例 の臨床的評価では有効以上

4例(40,0%),や や有効以上9例(90.0%)と い う結果

であった。

代表的症例を2例 示す。

症例3M.S.,68歳,男(急 性気管支炎)。

昭和57年7月6日 発熱はなかったが,咳 蹴,膿 性疾

を認め,喀 痰培養にてS.pneumouiaeを 検 出 した。

TMS-19-Q・GC1回200mg,1日3回,7日 間経口投

与にて自覚症状改善 し,菌 消失をみた(Fig2)。

症例10K.O.,44歳,女(急 性気管支炎)。

昭和57年10月 中旬より咳噺,喀 痰あり,10月25日

よ りTMS-19-Q・GC1回300mg,1日3回,14日 間

経 口投与 した。起炎菌は検出されず,自 覚症状はほぼ改

善 したが,11月9日 投与終了時の肝機能検査にてGOT

1211U,GPT1631U,A1-P3381Uと 増加を認めた。

しかし,同 月17日 の検査ではGOT451U,GPT54

1U,A1-P2551Uと 改善し,同 月29日 に はGOT22

1U,GPT231U,AI-P1801Uと 正常値に復した(Fig

3)。

III. 副 作 用

本剤の投与中に本剤による副作用と思われる症状を呈

した症例はなかった。

投与前後に施行した末梢血 肝機能,腎 機能などの臨

床検査値はTable2に 示 したとお りである。症例10は

急性気管支炎で前述の よ うに本剤1回300mg,1日 量

900mgを14日 間投与されたが,投 与終了後,GOT,

GPT,A1-P値 の上昇を認めた。しかし,本 剤投与中止

のみで約3週 後正常値に復した。以上の他には本剤投与

により明らかな検査値の異常を認めた症例はなかった。

IV. 考 案

今回,わ れわれは呼吸器感染症に対する,TMS-19-

Q・GC錠 の臨床的検討を行なったが,そ の結果はやや有

効以上が90.0%,有 効以上が40.0%と い う成績であっ

た。残念ながら今回の対象症例は大部分が中等症以下の

急性気管支炎であ り,気 管支肺炎が1例 も含まれていな

かったことが有効率にかなり影響した可能性も考えられ

る。今後,気 管支肺炎を含めた症例における検討が期待

される。
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また,1回200mg,1日3回,1日 量600mg投 与

した9例 では1例 も検査値の異常が認められなかったの

で,こ の投与量が妥当と考えられた。
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TMS-19-Q, a newly developed macrolide antibiotic, was administered for 4-14 days at daily doses

of 600mg•`900mg t. i. d. to 10 patients, including 1 case of acute tonsillitis, 1 case of acute pharyngi-

tis and 8 cases of acute bronchitis.

The clinical response was good in 4 cases, fair in 5 cases and poor in 1 case.

No side effects were observed in any of these patients. As the results of laboratory findings, eleva-

tion of S-GOT, S-GPT and Al-P in 1 patient with acute bronchitis who was given at daily 900mg of

TMS-19-Q•EGC was found.


